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令和７年１２月１７日（水）午前１０時００分から  

○教育長（篠山　充君） 　ただいまから、令和７年第１３回大田原市教育委員会定例会の会議を
開きます。

○教育長（篠山　充君） 　前回会議録は、書記をもって調製させましたので、順次回覧いたしま
す。内容をご確認いただきたいと思います。

（会議録順次回覧）

○教育長（篠山　充君） 　会議録の内容についてご確認いただきましたが、前回会議録につきま
してご承認いただけますか。

（異議なしの声あり）

○教育長（篠山　充君） 　異議はないようでありますので、会議録は承認されました。
　委員会閉会後、ただいまの会議録に署名をお願いいたします。

　本日付議いたします案件は、報告１件、議案２件であります。
　それでは日程に従い会議に入ります。

　日程第１ 報告第５号 市内小中学校再編整備に関するアンケートの集
計結果について を議題といたします。
　詳細について、教育総務課長から説明をお願いします。

○教育総務課長（礒　和明君） （説明を行う）

○教育長（篠山　充君） 　説明が終わりましたので、質疑を行います。

○職務代行者（小林朋子君） 　アンケート結果をみると、スクールバスの利用について心配する回答
が多いようです。学校再編となった地区はスクールバスを利用できるが
学区が変わらない子どもは遠くてもスクールバスが使えない、と聞いて
おります。今後学校再編を進めていく上でのひとつの課題として、ご承
知おきください。

○教育総務課長（礒　和明君） 　ただ今のご意見につきましては、各方面からご意見をいただくととも
に、１２月議会においても湯津上小学校スクールバスに関して質問があ
り、スクールバスの運行は学校再編整備の特例措置として実施してい
る、と答弁をしたところです。
　現在本市では歩いて通うことを原則としていますが、今後学校再編整
備を進めるにあたり、スクールバスのあり方について再度検討する必要
もあるかもしれません。ただし、再編区域外の地域の児童との公平性も
担保しなくてはならず、距離や道路の状況で線を引くことも難しく、ス
クールバスの整備は非常に難しい課題です。

○委　員（渡邉英憲君） 　保護者は、距離もさることながら、一人で誰もいない道を歩くことな
ど安全面への心配が大きいと思います。また、スクールバスの乗車時間
が長くなることも懸念されます。効率的なルートとともに乗車時間にも
配慮していただくといいと思います。

令和７年 第１３回 大田原市教育委員会定例会 発言要旨



○教育総務課長（礒　和明君） 　スクールバスの運行については、経路についても最短で効率的に運行
できるよう考えていく必要があると考えております。一方で、全国的に
運転手の確保が困難という課題もあり、簡単に路線も増やせないという
状況もあります。

○委　員（渡邉英憲君） 　運転手の高齢化やほぼボランティアのような待遇を見ますと、やはり
課題があると感じます。

○教育総務課長（礒　和明君） 　情報提供になりますが、「デマンド交通」を使って登下校する方法も
考えられます。大田原市では、市営バスで通学する児童生徒の定期券購
入に対し補助を行っておりますが、デマンド交通にも適用することがで
きますので、デマンド交通を使っての登下校も可能と思います。市が交
通費全額負担するわけではありませんが、既存制度を使うことも考えら
れると思います。

○委　員（川上聖子君） 　ご参考までに、障がい者の事業所では職員が送迎をしています。教師
の働き方改革は承知しておりますが、学校に１台車を配備して教師が送
迎することもゆくゆくは考えられると思います。
　羽田小学校のアンケート結果については、以前と地域の考え方が変
わってきたように思います。回答する方の視点が広がり、小学校区を超
え、中学校区単位になったように思います。

○教育長（篠山　充君） 　スクールバスの件につきましては、ただいまのご意見も参考にしなが
ら考えて参ります。
　その他ご意見はありますか。

○委　員（深澤道昭君） 　教育総務課長から学校再編を丁寧に進めたいとのお話をいただき、よ
かったと思います。また、湯津上小学校の統合後のアンケートで、８割
の方が満足という回答であったこともよかったと思います。
　一方で、再編の繰り返しへの反対意見は多いと思います。令和１２年
度の児童生徒数を見ると実状は逼迫していると思いますが、早急に進め
るのではなく、先を見据えて、大田原市が学校再編で何を目指すのか、
目標をしっかり持ってじっくり進めていただきたいと思います。

○委　員（千本博美君） 　佐久山地区をみると、ＰＴＡはほぼ再編に賛成なのではないかと感じ
ています。年齢が高くなるにつれ、反対が多くなるように思います。地
域は学校ありきではなく、地域の方で盛り上げていくことがいいと思い
ます。

○委　員（渡邉英憲君） 　アンケート結果は、納得ができる内容だと思います。地域の活性化
は、学校のあり方とは別だと思います。また、普通学級ばかりでなく、
特別支援学級の体制へも配慮が必要だと思います。

○委　員（深澤道昭君） 　アンケート結果のうち、懸念される事項の中には「部活動」もありま
すが、地域移行すれば解決できるだろうと思います。また、学校再編に
併せて学区も検討していく必要があるのではないかと思います。

○教育長（篠山　充君） 　アンケート結果からすぐに案を作成するのではなく、アンケート結果
をまず回答してくださった方に見てもらい、更に地域へ出向いて説明
し、意見をもらいながら丁寧に進めていきたいと考えています。
　教育委員会でも地域ごとに詳細に話合いをしていただき、並行して地
域のご意見を聞き、それを持ち帰り更に協議ができればと思っておりま
す。早速次回の教育委員会から、具体的な協議を進めていきたいと思い
ます。
　なお、アンケート結果につきましては、議会にも報告する予定です。



○教育長（篠山　充君） 　ほかに質疑はないようでありますので、質疑を終わります。
　お諮りいたします。
　報告第５号 市内小中学校再編整備に関するアンケートの集計結果に
ついて　につきましては、原案のとおり承認することにご異議ございま
せんか。

（異議なしの声あり）

○教育長（篠山　充君） 　ご異議なしと認めます。よって報告第５号は原案のとおり承認されま
した。

○教育長（篠山　充君） 　次に、日程第２ 議案第２７号 大田原市フリースクール利用児童生徒
支援補助金交付要綱の制定について を議題といたします。
　詳細について、学校教育課長から説明をお願いします。

○学校教育課長（萩原孝夫君） （説明を行う）

○教育長（篠山　充君） 　説明が終わりましたので、質疑を行います。

（質疑を行う）

○教育長（篠山　充君） 　質疑はないようでありますので、質疑を終わります。
　お諮りいたします。
　議案第２７号 大田原市フリースクール利用児童生徒支援補助金交付
要綱の制定について　につきましては、原案のとおり可決することにご
異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

○教育長（篠山　充君） 　ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

○教育長（篠山　充君） 　次に、日程第３ 議案第２８号 令和７年度大田原市教育委員会点検評
価報告書について　を議題といたします。
　詳細について、教育総務課長から説明をお願いします。

○教育総務課長（礒　和明君） （説明を行う）

○教育長（篠山　充君） 　説明が終わりましたので、質疑を行います。

○委　員（深澤道昭君） 　小中学校トイレ洋式化改修事業については、もう少し早く進まないの
かと思います。予算もしっかりと確保し進めていただきたいです。

○教育総務課長（礒　和明君） 　小中学校トイレの洋式化は計画的に進めており、ひととおり終わって
おります。児童生徒が減ってきているので、すべてのトイレを洋式化す
る必要はなく、学校の規模、児童生徒数や要望に合わせて進めていま
す。要望等があっても整備できていない所は、速やかに進めて参りま
す。

○委　員（川上聖子君） 　子どもが使うトイレですので、子どもたちが壊してしまう可能性を考
えますと、高性能ではなく便座の保温機能だけでもいいかと思います。
その分早くトイレ整備が完了すればいいと思います。



○教育長（篠山　充君） 　ほかに質疑はないようでありますので、質疑を終わります。
　お諮りいたします。
　議案第２８号 令和７年度大田原市教育委員会点検評価報告書につい
て　につきましては、原案のとおり可決することにご異議ございません
か。

（異議なしの声あり）

○教育長（篠山　充君） 　ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

○教育長（篠山　充君） 　以上をもちまして、本日予定されました案件はすべて議了いたしまし
た。

○教育長（篠山　充君） 　次に、次第４ その他 に移ります。
　各課長から、お知らせがあれば順番にお願いします。

○教育総務課長（礒　和明君） （お知らせ）
○学校教育課長（萩原孝夫君） （お知らせ）
○生涯学習課長（伊藤甲文君） （お知らせ）
○スポーツ振興課長（大島　実君） （お知らせ）

○教育長（篠山　充君） 　委員さんから何かありますか。
　事務局から何かありますか。

○教育長（篠山　充君） 　それでは、以上をもちまして令和７年第１３回大田原市教育委員会定
例会を閉会いたします。
　お疲れ様でした。

閉会：午前１１時２０分
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